
能登半島地震からの地域内外の
つながりを活かした再生と復耕の実践報告



山本亮（やまもとりょう）

㈱百笑の暮らし 代表取締役
（一社）のと復耕ラボ 代表理事
能登復興ネットワーク 幹事
数馬酒造蔵人見習い

出身：東京都世田谷区
在住：石川県輪島市三井町
年齢：39歳（移住：12年）
趣味：登山・料理
出身校：東京農業大学

造園科学科
家族：妻と７歳の息子+猫１＆鶏８

キャリア：
都市計画コンサルタント（5年）
輪島市地域おこし協力隊（3年）



人口：約1,000名（震災前）
面積： 57.61k㎡

交通の要衝として、薪炭や木材の
供給地として栄えた三井町。
日本で初めて世界農業遺産に選ばれた
能登半島の典型的な里山地域

奈良時代から「三井駅」という木材供
給のための馬車の駅舎があった
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地域を１つのホテルに見立て、
里山の暮らしをまるごと楽しめる場所



日本で初めて世界農業遺産
に認定された

能登の里山里海は危機に瀕してます









【インフラの被害】
電気 1月10日から徐々に復旧
通信 光回線、携帯各キャリアもほぼつながらない
上水 2月末から徐々に断水が解消（茅葺庵：4月2日に通水）
下水 浄化槽は4月から徐々に復旧（茅葺庵：7月末）
避難所 8月末まで（6月に仮設住宅の建設が完了後に移行）



追い打ちの様におこった奥能登豪雨災害（2024年9月21日）





出典：「被災地より」サイボウズ株式会社 フェロー 野水克也

地震、津波、火災、地殻変動、土砂崩れ、豪雨等の複合災害
で能登半島全域が大きな被害を受ける



応急復旧が終わった状況
本格的な復興はこれから

人口が急速に減少（奥能登地域で5万人から8,000人流出）
しており、特に労働生産人口の流出が多い。

今求められているのは
能登の復興に関わる人（移住・副業・二拠点）

能登のプレイヤーになる人、プレイヤーを支える人が
絶対的に足りていない



能登にはもう訪れることができて
美味しい料理を楽しむ店もあります

訪れることも復興の力になります



能登半島地震で感じた
里山・地域コミュニティが持つ

レジリエンス

～緊急期～



1月2日から家にあるお米を持ち寄って避難所での
炊き出しが開始。1月14日までもちよった保存食や
自給している米や野菜でのりきったところも



水道が出ない中、山水を活用してお風呂、
トイレ、洗濯などをつかえるようにする。



能登半島地震で感じた
里山・地域コミュニティが持つ

レジリエンス

～復旧期～



自伐型林業チーム「ふくい美山きときとき
隊」が1月10日に入ったことで、ボランテ
ィアの受入と復旧支援活動を開始

















運営のマンパワーが足りないところを
AEON労連からの人材派遣、まちづくり会社からの右腕派
遣に助けられる
現場リーダー、物資整理、拠点運営、マニュアル作成など



皆様本当にありがとうございます。

2024年度の延べ参加者数
（災害ボランティア等）

3500名

2025年度延べ参加者数
（復旧支援・復興活動等）

1500名



地域内のコミュニティだけでは
全員が被災者

地域外ともつながりを
つくっておくこと

自らが動ける力を養うことが重要

特に中山間地等の市街地から
距離があるほど支援の手が遅れる



復旧から復耕へ～未来づくり～



自伐型林業をとりいれた森づくり



出典：林野庁HP



小さい道を網の目状に山にいれることで
管理がしやすく、どこで木を切ってもその道を使って集めやすい



一斉に伐採する皆伐型ではなく、小間伐、択伐型で森を育てながら



伐採や道づくりを間違えると災害を引き起こす元凶になる



２．５ｍ以内







ATO株式会社のウッドボイラーでボランティア
BASEのお湯をまかなう



道ができれば、子どもたちも森に入りやすくなる





平時は森づくり、緊急時は災害支援の担い手を能登から育てていく



世界農業遺産に初めて認定された
能登の里山を

皆さんの知恵と力で一緒に
蘇らせていきませんか？



企業研修の場として活用 森づくり講習会の受講

森づくり・古民家再生への参加 研究・調査の場として活用



ご寄付はコチラから

ご清聴ありがとうございました
活動へのご支援・参加をお願いします



（参考）小さな森づくりを推進する制度

輪島市・珠洲市・
能登町・穴水町

・特になし

ラボでは国の多面的制度を活用
→作業道の敷設 700円/ｍ
→森の管理作業 120,000円/ha

福井市
（一例）

・作業道の敷設 2,800円/ｍ
・間伐（2割） 454.000円/ha
・枝打ち 516,000円/ha
・バイオマスの買取 7,000円/㎥

丸森町
・普及活動 400,000円/団体
・地域おこし協力隊の募集
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